
スマート保安技術の導入について
（スマート保安官民協議会高圧ガス保安部会）
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「保安の高度化」のありたい姿

2

現状 2030年

保
安
レ
ベ
ル

＜保安の高度化に向けたありたい姿のイメージ＞
予見性、網羅性、管理性の３本の柱を切り口
として、保安の高度化を進め、事故の未然
防止に向けた取組みを展開

設備不具合予兆検知

監視点検効率化

安全活動

データ解析による予測

業務支援

教育

予見性
潜在危険個所を
含めて予測可能

網羅性
検査箇所が明確に
なり、常時監視で
き、全ての検査が

可能になる

管理性
人が介在せず、
データから検査計
画を自動作成

保安の
高度化

・設備の高経年化が進む中、トラブルを未然に防ぐ的確な
設備保全

・急速な世代交代に伴う若手の早期育成
・働き方改革に基づく生産性向上

製造部門環境認識

AI、IT技術等、先進技術
活用の観点

【運用中】
１．企業組織のデジタル変革

（A）スマート保安に関するビジョンの確立

管理性
検査計画作成が人
に依存している

保安の
高度化

予見性
運転変動、設備
劣化の予測が不

十分

網羅性
全ての管理ポイン
トを把握できてい

ない
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振動
流量

温度 圧力

肉厚

ガス検知器

画像

品質系

生産計画系

保全系
各種図面
検査記録

各種関連情報
事故・故障記録
ヒヤリハット
引継ぎ簿

統合データベース
・
・
・

データ解析 AI 事象の予測
精度向上
迅速化

各種センサーデータ

予測技術を用い
・高度な運転自動化
・機器寿命予測管理

など

業務支援
巡回点検効率化 等

設備不具合予兆検知

安全活動
アラームマネジメント 等

教育
精密運転訓練シミュレータ 等

データ解析による予測

監視点検効率化
ガスタービンオンライン監視化 等

製油所・事業所の目指す姿
【運用中】
１．企業組織のデジタル変革

（Ａ）スマート保安に関するビジョンの確立

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjQu-bAoo_WAhXFl5QKHRYBAogQjRwIBw&url=https://www.silhouette-illust.com/illust/24394&psig=AFQjCNGXOGmn9ZtZZW_iwBZxt1K7dfXqKA&ust=1504742964061051
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スマート保安技術導入事例（１）
【開発中】
２．情報の電子化

（Ｌ）タブレット等での情報閲覧・記録

【導入・検証技術】
・タブレットパソコンを用いた現場巡回点検システムの構築

【狙い】
・紙情報の電子化、運転値のデータ
蓄積、見える化、情報共有
『網羅性の向上』

【検証期間】
2017年度

【検証結果】

次のような効果を確認，又期待できる
・データの活用による設備異常の
早期発見

・技術伝承機会の創出
・作業ミス防止
・作業効率向上

５．２ 現場での活用：不具合の写真撮影による共有化

映像として情報の共有化
ができるようになった。

写真が出てきます

不具合の写真撮影 撮影結果の確認

データをサーバに送信 計器室の大型画面で共有化

モバイル巡回点検システム構築網羅性
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スマート保安技術導入事例（２）

データ解析環境整備（統合データベース）

【背景・目的】
現状、運転、品質、図面等に関わる各種データが複数のデータベース（DB）に

存在するため、解析業務に時間を要している。解析に必要なデータを効率的に
収集できる環境を構築し、運転・設備管理、トラブルシューティング等の解析業務
を迅速化させ、設備の信頼性向上を図る。
【導入・検証技術】
①運転データについて設備や運転条件ごとに分類する機能
（アセットフレーム：AF、イベントフレーム：EF）を検証
②パッケージ品の数値データ用DBソフトを使用し、

DB連携の実現性を検証
【検証内容】
プロトタイプを構築し、①、②の

機能、運用実現のための課題
システム機能、コンセプトに
ついて検証した。

予見性

【開発中】
２．情報の電子化

（Ｋ）データベースのプラント間共有・活用
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スマート保安技術導入事例（２）

データ解析環境整備（統合データベース）

【検証結果】
アセットフレームにより機器ごとに、 イベントフレームにより温度急上昇など過去の

同様事象発生時のデータ抽出ができ、各種検討での数値データ解析の効率化に繋がるこ
とが分かった。一方で、数値データと文書データの取り扱い方について幾つかの課題が
見えてきた。

【検証期間】
2018年11月から

【今後の課題】
①数値DBと文書DBの構築・連携
②文書に関わる運用方法改善
③文書DBのシステム要件整理
④各種解析技術との連携

予見性

【開発中】
２．情報の電子化

（Ｋ）データベースのプラント間共有・活用
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経産省・みずほ情報総研による特殊球体ドローンを活用したタンク内部点検
実証実験実施（@千葉事業所、2020年1月29、30日）

スマート保安技術導入事例（３）
【開発中】
３．現場作業効率化

（Ｒ）ドローン等による高所・危険領域点検

タンク内を飛行するドローン

タンク入槽時のドローン 作業風景

ドローンによる点検検査業務の効率化網羅性



8

スマート保安技術導入事例（４）

多変数プロセスデータ解析（ＢＤ－ＣＵＢＥ）

【背景・目的】
異常予兆を事前に捉えることができれば、事前のシャットダウン準備など、突発

故障への対応を計画的に実施することができ、設備信頼性を向上することができる。

【導入・検証技術】
複数社の予兆診断システムの導入を検討し、最も異常予兆を検知できた日立製の

「ＢＤ－ＣＵＢＥ」を採用した。
ＢＤ－ＣＵＢＥは流量・温度といったプロセス
の値を診断対象とし、それらプロセスの値を
用いてまず正常モデルを作成、そのモデルから
今のプロセス値がどれだけ離れているかで異常
の大小を算出し、異常の予兆検知を可能とする。
プロセス値を監視しているため、プロセスの

変動に繋がる事象であればそれら全ての事前
検知が可能となる。

予見性

いつもと違う状態を捉え
異常と判断することが可能

【開発中】
４．意思決定の高度化

（Ｗ）ﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｰﾀによるﾌﾟﾗﾝﾄ運転の異常検知
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スマート保安技術導入事例（４）

多変数プロセスデータ解析（ＢＤ－ＣＵＢＥ）

【検証内容】
過去、流動接触分解装置のガスタービン振動値が上昇した事例があり、その際のプロ

セスデータを用いてオフラインでの診断を実施した。

【検証期間】
2016年4月から

【検証結果】
ガスタービンの振動値が

急上昇する15日前に、その
予兆を事前に検知できた。
（DCS上で確認できる振動計
指示値には15日前時点では
大きな変化はなし。）

【今後の課題】
当ガスタービンでは運用を開始した。今後、他装置へ展開していく。
異常箇所・原因を特定する仕組みの構築。（他診断システムとの併用、原因を特定

する技術者の配置）

予見性

異
常
速
度

[-
]

振
動
計
指
示

[m
m

]

【開発中】
４．意思決定の高度化

（Ｗ）ﾌﾟﾛｾｽﾃﾞｰﾀによるﾌﾟﾗﾝﾄ運転の異常検知
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スマート保安技術導入事例（５）
【開発中】
４．意思決定の高度化

（Ｘ）画像認識による亀裂や腐食等の異常検知

配管外面腐食点検システム網羅性


